
    
      
        
      
    

  
        「魔王ミケラムエルト、これで終わりだ！」

　正義に駆り立てられた人間の男。

　その手に光る剣が、眩い光を放つ。

　滅魔閃光剣。あらゆる魔族を斬り捨てる、いわゆる聖剣。

　その光に目を焼かれながら、魔王ミケラムエルトは声にならない叫びをあげた。

（こんな……こんなところで……？　嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ！！）

　豊満な四肢、艶やかな黒髪……蠱惑的な紅の瞳。

　美しき魔王の肉体を、聖剣の光が包み込む。

「滅せよ、この世の邪悪！」

　勇者は叫ぶ。

（……ちがう）

　魔王ミケラムエルトは、最期の力を振り絞り。

　禁忌魔法・転移術式を発動する。

　その身を焼き尽くす滅魔の光が、最も眩く輝く瞬間。

（ちがう！　……我に邪悪があるとすれば、それは──）

　輝光、一閃。

「……やったか！？」

　勇者の声が響く。

　その日、その瞬間。

　孤高の魔王ミケラムエルトは、｜消失《・・》した。
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　幸せは子猫のかたちをしているというが、きっとあれは嘘だ。

　深夜の住宅街を歩いていたとき、橋本優葉はそう確信した。

　肩が凝る細身のスーツに、踵の痛いヒール。

　おろしたてのストッキングは満員電車でぶつかった鞄の金具で穴をあけられた。

　カレーの匂いもせっけんの匂いもしない住宅街で街灯が虚無っぽく光っている。

　明日からは、二十連勤のすえに勝ち取った数年ぶりの三連休だ。

　輝く誰かをサポートする裏方が自分に向いていると信じて入社した、タレント事務所。

　マネージャーとは名ばかりの奴隷稼業が、優葉の職業だ。

　小さな事務所ゆえに、タレントのマネージメント以外にも新人スカウトや各種事務作業など、仕事は山のようにある。

　特に、優葉は優しすぎる。お人好しとも言うけれど。

　だから、今日も楽しそうに定時上がりで「タレントさんのご機嫌取り」に行く同僚たちのために、押し付けられた仕事を片付けていて終電を逃したのだ。タクシー代は、もちろん自腹。少しでも節約するために、ぎりぎり歩ける範囲までで車を降りた。

　きっと同僚たちの、ティンスタグラムには煌びやかな匂わせ写真が並んでいるのだろう。

　勤務時間である八時間をゆうに超える残業タイムは、優葉の心身をぼろぼろにしていた。まるで、目の前で浅い呼吸を繰り返す、黒い子猫のように。

「……かわいそうに」

　幸せは、子猫のかたちをしていない。

　そうでなければ、今、優葉の前でうずくまっているぼろ雑巾のような子猫が存在していいはずがないではないか。こんなの、全然、幸せじゃない。

　優葉はそっと子猫を拾い上げる。

　軽い、軽すぎる。

　優葉は唇を噛んだ。

「大丈夫、きっと助けるからね」

　子猫を抱いて、走り出す。

　この子は、私だ。

　傷つけられて、誰からも無視されて、ボロボロで、誰かに助けてほしくて──。

　私だけは、この子を放っておけない。

　優葉は、走った。


　──翌日。

　優葉は上半身はブラジャー、下半身は破れたストッキングとショーツだけを身につけた状態で目を覚ました。どうやらスーツだけ脱いで、そのまま寝落ちしたらしい。

　子猫を必死に介抱するのに夢中で、自分の格好にまで気が回らなかった。

　というか、ほぼ徹夜だったし。

「やっば！」

　会社、と叫びかけて、今日は久々の休日だったことを思い出す。

「……そうだ、猫」

　温かい湯で体を洗い、ミルクを飲ませ、タオルで包んで寝かしつけた子猫。

　少しは元気になっただろうか。あるいは──

「あれ、いない……！？」

　子猫を寝かしつけたはずのクッションを見れば、羊柄のタオルだけが残されていた。どこかに逃げてしまったのだろうか。少し寂しい気がするけれど、元気になってくれたのなら──。

「……シャワー浴びるか」

　週に一日しかない休日だ。

　時計を見ると、まだ午前。

　シャワーでさっぱりして、冷蔵庫で冷えている麦茶を飲んでもう一眠り……いや、だめだ。あの麦茶、たぶん作ったの先週末だし。

　水道から飲水の出る国に住んでいることに感謝しつつ、狭いシャワールームへと向かう。都心から遠い地域の、駅徒歩二十五分のアパートだが、バストイレ別というところだけはこだわった。狭くても湯船にゆっくりと浸かりたいタイプなのだ。

「奮発して天丼でもウーパーするか……って、うわぁあぁ！？」

「にゃああー！！」

　シャワールームから、何か飛び出してきた。

　優葉は、すでに全裸。

　やばい、知らない人が家にいる！

　優葉はその場にうずくまる。

「ひいぃ、やめて、殺さないでええぇ！！」

「うにゃ？　にゃーにを言っておるのじゃ、おぬしは」

「……え？」

　女の子？

　顔を上げると、そこには美少女がいた。

　腰まである長い黒髪はぼさぼさ、手足も小枝のように痩せ細っている。一言で言えば、栄養状態がわるいが、明確な美少女だ。目鼻立ちが整っているというレベルじゃない。

　なお、美少女は全裸である。

「……え？」

「にゃ？」

「誰？」

「我か？　我が｜名《にゃ》は魔王ミケラムエルト」

「まおう」

「うみゅ！」

　全裸の美少女魔王は頷いた。

　優葉はむぎゅっと自分の頬をつねる。めちゃくちゃ痛い。

「げ、現実……？」

「現実もにゃにも、そなた、昨夜我のことを拾ったであろ？」

「昨夜……って、あの黒猫！？」

「やっと気づいたか！　にゃあ、そなたの｜名《にゃ》は？」

　黒猫美少女は、キラキラした瞳で優葉を見上げた。

「え、っと、橋本優葉」

「はしみょと、ゆーひゃ」

「ゆ、う、は」

「ゆーは！」

　言えた、と美少女が笑う。

「ゆーは、我は決めたぞ」

「き、決めた？」

「ここを、新たにゃ魔王城とする！！」

「……はいぃ？」

「だーかーら、我はそなたを見込んで、ここを新たにゃ」

「新たな、ですね」

「む？　あらた……にゃ、あらたな……新たな！」

「そうです」

　とてもかわいい。舌足らずなのも、たまらない。

「ふみゅ……まだこの世界の言葉が、口に馴染んでいにゃいにゃ……」

　首を傾げている美少女もとい魔王ミケラなんちゃら。

　よく見れば、乱れた黒髪から猫耳のようなものが生えている……猫？

　優葉は「そうか！」と納得する。

　そうか、この子。……コスプレイヤーか！

「最近、モデル兼レイヤーってタレントさんも増えてるしねぇ。なるほど、なるほど」

　プロダクション勤務だと、稀によくある。

　主に仕事にあぶれているタレントさんが自宅に特攻してくるとか、そう、よくあるのだ。

　しかも、見たところまだやっと中学生になったくらいの年齢に見える。子役だ。

　ここは毅然とした態度でお引き取りいただく、あるいは警察沙汰にしなくては。

「こほん！　いいですか、よく聞いて──」

「あ、そうそう。ゆーは！　我、水あみしたいんじゃが、どうればいいのにゃ？　多分ここかなーと思ったんじゃが、水がにゃいから困っておる～」

「え？　シャワー出ないです？　水道止まってるとか、そんなはずはないですけど……って、そうじゃなくて！」

「うーみゅ、仕方がない……消耗しておるし、あまりやりたくにゃいが……」

「今すぐここから出ていってくださ──」

　優葉が、それはもう毅然とした態度で言い放とうとした──その瞬間。

「降り注げ、【｜猛襲雨《シャワー》】！」

「いぎぃっ！？」

　ドドドドド！

　雨、いや、滝みたいな豪雨。

　バスルームに、猛烈な水流が降り注いでいる。

　優葉は叫んだ。

「きゃあああ！？　なにこれ、水漏れ！？　水漏れなんですっ！？」

　なんだこれは。バスルームに、滝のような大雨が降り注いでいる。よく見ると、低い天井に張り付くように、黒々としたミニサイズ雨雲が浮かんでいる。

「うにゃー、やはりかなり力が削がれておるにゃ……もとの百分の一、いや、千分の一程度の出力すらにゃいとは」

「いや、すごい豪雨ですが！？」

　意味不明の事態に、バスルームへの入り口があるダイニングキッチンで立ち尽くす優葉。

　魔王ミケラなんちゃらは、降り注ぐ大粒の雨雫に気持ちよさそうに目を細めている。

　もう、めちゃくちゃだ。

「……失礼します」

　優葉は自分も服を脱ぎ捨てて、豪雨降りしきるバスルームに飛び込んだ。

　なんというか、こうでもしないとやっていられない。

　だって、意味がわからなすぎる。

「にゃはっ！　気持ちいいじゃろ、ゆーは！」

　にこにこと優葉を見上げてくるミケラなんちゃら。

　乱れた髪に手をかけて、優葉はちょっとお高いシャンプーをふりかける。

「にゃっ！？」

　わしゃわしゃと指で泡立てる。髪と頭皮を泡で包み込むようにして洗ってやれば、ムスクの香るエキゾチックなシャンプーの匂いがバスルームいっぱいに広がった。

「ふにゃ……」

　そうこうしているうちに、ミケラなんちゃらがウトウトしてくる。

　同時に、豪雨がやんだ。

「シャワーっていうのは、こうやって使います」

　温かいシャワーで、泡を洗い流してやる。

　もう、トロトロになっていたミケラなんちゃら。

「うにゃ……なんじゃこれはぁ……き、きもちー……」

「シャンプーです、うりゃうりゃ」

「にゃう！？　み、耳はらめぇ～」

「ふ、ふふ……ふふふ……」

　なんだかよくわからないけれど、自然と笑いが込み上がってきた。


　残業帰り、猫を拾った。

　──これからの生活、どうなってしまうんだ？
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「いっただっきみゃーす！」

「……召し上がれ」

　結論から言うと、優葉の生活に自称・魔王の猫耳少女が加わった。

　一応は警察にそれとなく問い合わせたのだが、失踪届も出されていなければ、そもそも黒猫が美少女に化けた（あるいは逆？）なんて与太を話せるはずもなかった。

「うみゃい！　うみゃいー！」

「ミケちゃん、名古屋人みたいね」

　優葉特製のふわふわオムライスを頬張ってニコニコのミケに、優葉は思わず吹き出した。

　ミケ、というのは『魔王ミケラなんちゃら』はあまりに長いので優葉が勝手につけたあだ名だ。この呼び名に、ミケは大変に喜んでいるらしい。

「はぁ……さよなら、私の三連休……」

　数年ぶりの連休は、うっかり拾った黒猫もとい奇妙な少女のお世話で終わった。


　一緒にテレビを見たときには、物珍しさにずっと小さな手足をバタバタさせていた。ミケはテレビで『やきにく』という概念を学んだ。人間初日には早すぎる概念だと、優葉は思った。

　湯船にぶくぶく泡立つゴージャスな入浴剤（花びら入り）を入れて一緒に入った。丁寧に髪を洗って、ドライヤーをかけてあげるとミケの髪は輝くばかりの黒髪になった。美少女度が増した。

　暇そうなので、漫画を読ませてあげた。優葉の担当タレントが出演するドラマの原作だ。ラブコメのはずが作中に出てきた『おむらいす』に夢中になっていたので、こうして夕食に作ることになった。

　明日から、また仕事だ。

「うみゃー！　やっぱり、ゆーはは、天才であるな！」

　嬉しそうにオムライスをもぐもぐする美少女。

「……ふふ」

「にゃ？」

「なんでもない」

「む？　そうか……にゃあ、ゆーは」

「何、ミケちゃん？」

「おむらいす、作ってくれてありがとう！　感謝するぞ」

「……！　うん、どういたしまして」

　ひとり暮らしの家に、美少女がいる。というか、無理やり押しかけられた。

　なんとなく、黒猫を拾った延長で考えていたけれど、明確な異常事態だ。

　けれど、なんというか。

「うん……楽しい休日だったな」

　一緒に楽しいことをして、楽しいと言ってもらう。

　してあげたことに、ありがとうと言ってもらう。

　──優葉が日々残業に明け暮れている仕事では、あまりないことだ。輝く誰かをサポートする仕事なのに、残念ながら。

「じゃあ、ミケちゃん。明日からひとりで留守番できる？」

「にゃに？　ゆーは、我を置いてどこかにいくのか？」

　うるうる涙目のミケ。

「仕事よ、仕事」

「しごと……」

「えぇっと、やらなくちゃいけないことっていうか」

「ああ、我の人間界侵攻みたいにゃものか」

「ん！？　うーん、まぁ、そうかな」

　いや、そんな物騒なことじゃないけど。

「明日からは、朝から仕事に行くから、冷蔵庫に入れてあるお弁当を食べてね。作っておくから……あと、帰りも遅いと思う」

「にゃ……ゆーはと一緒に、ご飯を食べられにゃいのか？」

　ミケは今にも泣きそうだ。猫耳がしんなりしている。見た目よりもずっと幼い仕草に、ふつふつと疑問が湧き上がる。

「ねえ、ミケちゃん」

「にゃんだ？」

「ミケちゃんって……その、本当に魔王なの？」

　そもそも、現代日本において『魔王』なんて肩書きを持っている人はいない。『悪魔』の肩書きをお持ちで、お相撲が好きなロックシンガー閣下ならばいるけれど、今は話がややこしくなるので置いておこう。

　初日の『バスルーム大豪雨事件』のせいで成りゆきで呑み込んでしまっていたが、普通に考えたらありえない話だ。

　やっぱりコスプレじゃないのだろうか、と疑う気持ちが優葉の中にも一%くらいは残っているのである──けれど。

「当たり前じゃろ？　我が魔王じゃなかったら、誰が魔王なのじゃ」

　猫耳をぴこぴこ動かして、きょとんと小首を傾げる美少女。

　魔王という言葉からは遠すぎるキュートだ。

「そ、そうなのかぁ」

「うみゅっ！　偉大なる魔王である我に、デザートのアイスをもってきてくれてもいい……ぞ…………」

「ミケちゃん？」

「……ぴぇ……」

　耳をピンと立てて、目をまんまるにして、優葉の後ろあたりを凝視している。

　なんだろう、と思いながら振り返って、優葉は叫んだ。

「ゴゴゴゴゴゴッ！！！」

　家庭に出没する昆虫のなかでもっとも身近であり、もっとも忌むべき存在。

　ミスター・Gだった。

「ごきっ、ごっ！　あ、あ、スプレー、スプレーどこだっけ！？」

　涙目になっている優葉に、宇宙猫顔になっているミケが問う。

「ぴぇ……ゆーは、あれ、やっつけていい……？」

「え？」

「やっつけて、よいな……？」

「う、うん」

　思わず頷く。

　虫とか平気なタイプなのだろうか。さすが、猫。

　そう思っていたら。

「──猛追せよ。【｜業火球《ファイヤボール》】」

「え？」

　それ、ゲームで聞いたことあるやつ。

　いや待って、それって炎魔法の定番──

「燃えつきよ」

　ドォオォ──！

　低い唸りをあげて赤く燃えている、野球ボールくらいの火の玉を、壁でカサカサやっているミスター・Gに向かって飛ばそうとするミケ。

　木造アパート二階での出来事である。

「あああああーーーー！？　だめーーーー！？」

「にゃ？」

「とーうっ！」

　優葉は素早く作った新聞紙ブレード（日●経済新聞製）で、ミスター・Gを討伐した。

　あぶなかった。どうにか、アパート全焼はまぬがれたようだ。

「ミケちゃん……やっぱりあなた、魔王だったのね」

「にゃ、だからそう言っているのじゃ」

　水はとにかく、火の球を何もない空間から出現させる。

　どう考えても、明らかに。

　異世界の魔法だ。


　優葉はやっと実感した。

　残業帰りに拾った猫は、美少女で、魔王様だった。
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　芸能プロダクション、夢宇宙。

　小さな事務所ながら、コアな人気を誇る舞台俳優やコスプレモデルが複数在籍。

　マネージャー自らが行う、独特の青田買い的なスカウトが功を奏して在籍タレント数も案件の数も順調に増えている成長株だ。

　橋本優葉は、そこの総務兼マネージャーだ。

　人手不足が招いた、無茶な人事である。

「どうしたんですかぁ、橋本さん？　何かいいことありましたぁ？」

「太田さん」

　太田｜芽依《めい》。優葉の後輩だ。

　キラッキラのグリッターたっぷりのアイシャドウに、つやつやグロスが塗りたくられた厚い唇……現場に入れば、所属タレントよりも目立つし、本人もそれを狙っているともっぱらの噂だ。

　タレントや制作会社との夜の打ち上げが主な業務とでもいうかのように、とりまきの社員とともに直行直帰は当たり前。事務作業や地味な業務には手を出そうともしない……そういうものは、すべて優葉に押し付ける常習犯だ。

「えっと。いいこと、ですか……？」

「なーんか、浮かれてるっていうかぁ」

　年がら年中浮かれている芽依には言われたくない、と心の隅で思いつつ。

「そ、そんなことないと思いますけど……」

　愛想笑い。

「ふぅん……？」

　芽依は釈然としない、というか、何かを値踏みしているというか。そんな視線で優葉の頭から爪先までを眺めていた。まつげが長いのは、定期的にエクステで延ばしているからだろう。

　何から何まで、自分とは違う。

　優葉は、正直にいえば芽依のことが苦手だった。

（……ミケちゃん、ちゃんとお留守番できてるかなぁ）

　はぁ、とデスクで領収書の山を仕分けしながらため息をつく。

　さきほど太田に「いいこと」と言われて思い浮かんだのはミケのことだ。心の片隅に、なんとなくミケのことが引っかかっている。

（謎の魔王？を拾うとか、いいことなわけない……んだけどな。ない、よね？）

　やっとひと段落したところで、オムライス弁当を頬張る。

　すっかり昨日食べたオムライスに夢中になったミケが、「今日もゆーはのおむらいすがいい！」と言ってきかなかったのだ。一応、昨日とは違う味を……ということで、レトルトのハヤシライスをかけて食べるオムハヤシにしてみた。ケチャップの甘酸っぱさもいいけれど、この甘みとコクの強い味わいもたまらない。

（……こんなちゃんとしたお弁当作ったの、久々だな……）

　就職した当初は、オフィスワークの日には自炊とお弁当作りに励んでいたのだけれど、ここ最近はちっともやる気にならなかった。

　おばさんみたいでダサい。と太田が鼻で笑っているのが耳に入ってしまったのだ。

　それに、せっかく作っても忙しすぎて食べられるかもわからない。一度、梅雨時期に夜まで食べられなかった豚丼弁当が糸を引いて腐敗したのを機に、ぱったりと弁当作りとは縁を切っていた。

「うん、おいしい」

　お弁当に入れるのに、卵はふわとろ半熟はいけない。硬めに焼いている。

　料理で一番大切なのは、愛情たっぷりであることでもおいしくなーれの魔法でもない。しっかりと火が通っており、雑菌が繁殖しずらい衛生を保てているかどうかだ。

　特に大事な相手の口に入るものならば、なおさら。

　それが本当の愛情でありおいしく食べられる魔法だと優葉は思っている。

　腹ごしらえをして、午後の仕事にかかろうと優葉がデスクに向き直ったときだ。

「ね、ね、橋本せーんぱい？」

「は、はい？　なんでしょう、太田さん」

　芽依が猫なでごえで優葉に話しかけてきた。

　こういうときには、ろくなことが起きない。芽依が普段よりもキツく髪を巻いていて、いつもとは違う甘ったるい香水をつけている日はなおさらだ。つまり、今日ということだけれど。

「あのぅ、私ぃ実はぁ……急な打ち合わせが入っちゃってぇ」

「……」

　優葉はバレないようにため息をついた。

　打ち合わせという名の飲み会、という名の枕営業ですよね。知ってる。

　次に来る言葉も、知っているのだ。何度も何度も何度も何度も、そのせいで割りを食ってきた、芽依の「お願い」。

「ね、先輩お願い！　小口経費の計算、代わりにやっといてくださいぃ！」

「……それは……」

　月末に近い今日までに、優葉ふくむマネージャーたちは小口経費出納帳をまとめなくてはいけない。人手不足の経理部はいつだってカリカリしている。

　まただ、と優葉は思う。

　月末になると、芽依は手間のかかる雑務をすべて優葉に押し付ける。お決まりのパターンだ。さらに卑劣なことに、ひとりではない。

「うちのチーム、しっかり仕事とってきますからぁ！」

「……太田さんのほかにも、春日井さんと水口さんも？」

「そうです、よろしくお願いしますぅ」

「……えっ、と」

　いつもならば引き受けてしまう。

　あとから陰口を言われるのも嫌だし、芽依の気に障れば会社内で色々と面倒なことになる。人事部を文字通り抱き込んでいるし。

「い、」

　優葉の脳裏に、にぱにぱの笑顔が浮かぶ。

（ゆーは、おかえり！）

　きっとあの子は帰宅したら満面の笑みで優葉を迎えてくれるだろう。

　ビロードみたいな毛並みの耳をぴこぴこ動かして。

「いやだ」

「……え？」

「ご、ごめんね太田さん。私、今日は用事があって」

「嘘でしょ、橋本さんに用事！？」

「わ、たしにだって用事くらいある。ちょっと失礼、じゃない」

「え？　あー、すみません。でも……だってほら、ねぇ？」

　優葉に用事なんてあるわけがない。

　でも。だってほら。

　そういう言葉が出てくるというのは普段から、いつも、絶え間なく優葉のことを馬鹿にしているからだ。ずっと気づいていたけれど、へらへらとやり過ごしていた。

　たとえ、自分の残業時間がとんでもないことになろうとも、終電がなくなろうとも。

　面倒ごとが嫌だから、ただそれだけの理由で。

「あなたの仕事の肩代わりはできない。家で待ってくれてる子がいるの」

「えええー？　うそ、それってカレシってことですかぁ？」

「そういうわけじゃ、ないけど」

「……じゃあ、セフレですか？」

「違いますっ！」

「じゃあ、誰なんですか」

「それは、えっと」

　ミケちゃん。彼女をどう説明しよう。

　小さな黒猫を拾ったと思ったら、美少女だったとか頭がおかしくなっちゃったと思われるかもしれない。いや、絶対そうだ。

「家に、猫がいるんです。」

　嘘はついていない。

　はやく帰って、あのふわふわした身体を抱きしめたい。

　あの三連休、優葉はずっと楽しかった。

　こんな気持ち、どれくらいぶりだろう。

　一緒に笑って、一緒にごはんを食べて……そんな小さな日常を、誰かと分かちあうことが楽しいだなんて思わなかった。

　たとえ相手が、得体の知れない『魔王ちゃん』でも。

「へぇ、猫！　アメショですか、それともスコティッシュ？」

　芽依が血統書付きの品種を、わざとらしくあげた。

「……捨て猫。黒い子」

「ああ、捨て猫」

　やっぱりね、という芽依の顔。いつもの蔑んだ表情。

　けれども、優葉にとってはミケは特別だ。

「はい、捨て猫です」

　きっぱり、言ってやる。そんな気分だった。

「だから今日は定時で帰ります、自分の分の仕事はもう終わると思うので」

　優葉は小口経費出納帳をこまめに管理しているのだ。日頃から。

　太田芽依と違って。

「……あ、そ」

　無表情で踵を返す芽依は、敬語という最低限の建前すら忘れているようだった。「調子に乗りやがって」という呟きが聞こえた気がしたけれど、不思議なくらいに気にならなかった。

　気分が爽快だった。

　久しぶりに、定時に帰れる。
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「ゆーーはーー！」

「ただいま、ミケちゃん！」

　アパートのドアをあけると、真っ暗な部屋から飛び出してきたミケが優葉の胸に飛び込んできた。

　まだ電気の付け方に慣れていないのだろうか。

　優葉のTシャツをワンピースみたいに着こなしている、キュートなミケを抱き上げる。

「にゃあ、ゆーは！　今日は、ぷいきゅあっていうテレビをみた！」

「そう。いい子でお留守番できたみたいね」

「にゃ……」

　口ごもるミケ。

「きゅあサンダーを真似っこしたら、テレビが動かにゃくなった……」

「げっ！？」

　キュアサンダーというのは、雷を両手からぶっ放すド派手な必殺技なはず。

　魔王ミケラなんちゃらことミケにとっては、「真似っこしてみる」くらいはできるのだろうが、残念ながら東京都北区の１DKのアパートは雷撃を放つ用にはできていない。

　恐る恐る電気をつける。

　ちゃんと点灯した。電気系統はいかれていないようでホッとするが、テレビはどう見ても一部が溶けていた。液晶が流れ出たりしていないのが、不幸中の幸いだろうか。

「……ミケちゃん、怪我はない？」

「にゃ？　う、うみゅ」

「そう、ならよかった」

　微笑んで見せると、ミケの表情がパァアァっと晴れ渡る。

　しなだれていた猫耳もぴこぴこ元気に動き出す。

「お、怒らないのか。ゆーは」

「怒らないよ、わざとじゃないんでしょ」

「う、うみゅ……でも、弱みを見せたら部下は我が首を狙うものじゃろ」

「えっ、私、ミケちゃんの部下だったの！？」

「……にゃ、うーみゅ……眷属？」

「同じ意味っていうか、もっとひどいのでは？」

　人類は猫の下僕であるという宗教があるのは知っているけれど、猫（仮）に面と向かって言われた人間というのは優葉くらいだろう。

「にゃ、そんな顔をするでにゃい！　我がこの世界を制圧した暁には、ゆーはに世界の半分をやるからにゃ？」

「え、いらない……」

「にゃっ！？」

　いや、世界征服とかされたら困るし。

「そうか……ゆーはがそう言うにゃら……」

「本当にやめてね？」

「う、うみゅ！　ゆーはが嫌がることは、しない！」

　こくこく、とミケがうなずく。

　優葉にやたらと懐いているのは、ありがたい。

　しがみついてくるミケを引きずりながら、うがい手洗い。スーツを脱いでスウェットに着替える。その間、ミケは優葉のまわりをくるくると回っていた。

「世界征服はやめる！　まだ、力が戻ってにゃいし」

「うんうん！」

「けど、少しずつ魔力が回復したら、ゆーはをいじめるやつは全部滅ぼしてやるから安心して！」

「それは安心できないよぉ～」

　でも、誇らしげにえっへんとしているミケは可愛いのであった。

「はっ！　そういえば、ゆーは」

「うん？」

「おにゃかすいた、ごはんは？」

　きゅるるる、と可愛いお腹の音が鳴っている。

　優葉は買い物袋を持ち上げる。

「会社の近くのスーパー寄ってきたよ」

「すーぱー？」

「色々売ってるお店かな、こういうお弁当とか……」

「おおお！」

　幕の内弁当にミケのテンションが上がる。

「あと、こういうお惣菜とか」

「ちきんだ！　それにこっちは、にくだんご！」

「うん。ミケちゃんが食べたがってたお刺身も買ってきてあげたかったんだけど……」

「にゃ？　何かあったのか？」

「う、うん……タイムセールがちょうどはじまっちゃって、近所の歴戦のおねえさま達にボコボコにされちゃって……」

　定時上がりが久々すぎて、夕方のタイムセールの熾烈さをなめていた。

　家計を預かる主婦や主夫の、殺気すら感じる半額シールへの執着……はじめてお刺身を食べるミケのためにどんなお刺身がいいだろうと、ゆっくりのんびり選んでいた優葉は、あっという間にタイムセールを求める戦士たちによって吹っ飛ばされた。体感だと地上五メートルくらいは飛んだと思う。

「……ナ○シカのラストシーンって、ああいう感じだったのかな」

「にゃ？」

　ミケが優葉をじっと見つめている。

　カラコンも入れていないのに真っ赤な目が、ゆらゆらと揺れている。

「……ひどいこと、されたのか？」

「え？」

「ひどいことをされたんだろう」

　静かに呟くミケ。いつもと違う雰囲気に少しだけたじろぎながら、優葉は両手を顔の前でひらひら振る。

「ちょっと押されたっていうか、買おうと思ってたお刺身ぜんぶ持ってかれちゃったっていうか……それだけだから」


「　そ　れ　だ　け　？　」


「……っ！」

　一瞬。

　小さくて可愛いミケが、とても恐ろしいものにみえた。

　捨て猫どころか、獰猛な黒豹みたいな。

　本当に、この子は、魔王──異世界からやってきた魔王ミケラなんちゃら。そう、理解させられるような、本能に訴える、恐怖。

　背筋がぞくりと震える。

「……うにゃあぁあ～、我のゆーはをいじめるとは、けしからん～っ！」

　そう思ったのは一瞬で、すぐにいつものミケちゃんに戻った。ほっぺたを膨らませて、ぷんすことかわいく怒っている。

（っ、き、気のせい……？）

　優葉はお箸ととりわけ皿を手に持ったまま、動けずにいた。

「ゆーはにひどいことするやつは、みーんにゃ我が滅ぼすぅっ！」

「だ、だからダメだからね！？　ほら、照り焼きチキンあーん！」

「にゃーーん！」

　ぱくん。

　怒りながらも、目の前にチキンをちらつかされるとモグモグが止まらないミケであった。

（い、癒される～……）

　夕食を楽しんだ優葉とミケ。

　次の日からも定時上がりを守り切り、優葉の生活は徐々に健康で文化的になっていった。
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　ミケを拾ってから、数ヶ月。

　昼はお弁当、夜は一緒にお夕飯。規則正しい生活のおかげで、ご無沙汰だった朝食も毎日とれるようになってきた。

　週末には家で映画を観たり、ケーキやアイスクリームを楽しんだり。天気が良ければべランピング──ベランダでキャンプを楽しんだりもした。

「にゃあ、我も外に出てみたい～」

　と駄々をこねるミケのために、猫耳を隠すための大きなリボンのついた帽子を買ったりもした。

「ミケちゃん……この帽子を、お前に預ける！」

「うにゃ？」

「……ふふ、言ってみたかっただけ」

　小さい頃にハマっていた少年漫画のセリフだ。姉が集めていたのをこっそり読んだのが懐かしい。冗談を飛ばしてみようなんていう気持ちのゆとりがある感覚も、懐かしかった。

「わーい、お出かけにゃー♪」

　スキップをするミケも可愛くて、優葉は生活の充実を感じた。


　そんなある日、事件は起きる。

　上司に呼び出されたのだ。

　事前通告なく、会議室に、急に。

　つまりは、ろくな用事ではないということだ。

「異動ですか」

「そういうことになるね」

　優葉の上司、山田は申し訳なさそうに言う。

「今の部署は、タレントさんのマネージメントとスカウト業務を行ってもらってるわけだけど……ちょっと橋本さんの担当しているタレントさん、華がないんじゃないかって社内から声があがってね」

「そんな！　たしかにバイプレイヤーが多いですが……！」

　優葉が担当しているのは、若くて勢いのあるタレントではない。腕もあるし、現場からの信頼もある……けれど、キャリアの中で一度も舞台の中心に立ったことのないようなタレントばかりだ。モデルもおなじで、どちらかといえば脇を固める堅実な者が多い。

「でも、やっぱり稼ぎ頭に言われちゃったらさ……」

「太田さん、ですか」

　山田は黙り込んだ。

　太田芽依が仕向けたことだろう。人事に絡める経営陣にも芽依はうまく取り入っている。おそらくは、最近まったく彼女の雑用を引き受けなくなった優葉への当てつけだろう。

　異動先の部署で抱えているのは、稼ぎ頭のタレントたちだ。ただし、高飛車になっていたり調子に乗って天狗になっていたりという「難しいタレント」ばかりが所属している。

　つまりは、激務。

　この数ヶ月で、心身を壊して退職したマネージャーが何人も出ている部署だった。

「栄転、ってとらえてもらえない？」

「……はぁ」

　明白だった。

　山田は優葉を守るつもりはないらしい。

　声が大きくて、華やかで、「打ち合わせ」でも活躍する芽依の告げ口ひとつで、優葉の今までのキャリアはふいになるのだ。いや、もっと悪い。激務に耐えかねて退職しろ、と暗に言われているのだから。

　色々な仕事を押し付けられて、背負いこんで。毎日毎日、終電すらない時間まで働いていた優葉のことを誰も助けてくれない。優葉の担当タレントを、誰も評価してくれていない。

　バイプレイヤーなしには、舞台は成り立たないのに。

「……わかり、ました」

　輝く誰かが、もっと輝く手助けをしたい……そう思っていたから、ずっと頑張っていたのに。

「じゃあ、そういうことで」

　会議室から出て行く山田の向こうで、芽依が立っているのが見えた。芽依は呆然としている優葉をちらりとみて、酷薄に笑った。

　目の前が真っ白になるような気持ちだった。
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　どうやって帰ってきたのかもわからない。

　せっかく作ったお弁当も喉を通らなかった。

　アパートの玄関で座り込んでいると、ミケが心配そうに寄ってきた。

　いつもの勢いがない。

「……ゆーは？」

「……。ごめん、今日、なんもできない」

「……ゆーは……」

「ミケちゃん、ごめんね……すぐ元気になるから、あっちで待ってて」

　ごめんと何度も謝ると、ミケはためらいながらもその場を離れていった。心配をかけてしまったかもしれない。でも、もし今少しでもミケに触れたら泣いてしまいそうだった。柔らかくて、暖かくて、優葉にまっすぐの好意を向けてくれる存在。

　異動は即日。お世話になった担当タレントに挨拶すらさせてもらえなかった。

　明日からは違う部署。常識からすればおかしすぎる人事。

「でも、私、……そんなに恨まれること、してない」

　思わずぽつりと呟く。

　かたん、と居間でミケが物音を立てた気がした。

　もう今日は買い物も料理もできそうになくて、ミケが来てからはじめてファストフードの配送サービスを利用した。考えるのが面倒でフライドチキンのファミリーパックを二つ何も考えずに注文した。多すぎるかもしれないけれど、もうどうでもいい。

　ミケと一緒に宅配ピザをとったとき、チーズがすごく伸びるといって笑い合ったときにはあんなにワクワクしたのに。

　注文画面が、味気ないモノクロに見えて。少しだけ涙が溢れた。

　結局、優葉はコールスローを少し胃に入れてすぐに眠ってしまった。

　珍しく空気を読んだのか、ミケは黙々とファミリーパックのフライドチキンを食べていた。骨も残さずに。
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　がしゃん、と飛んできた灰皿が砕けた。

　今どき灰皿を投げる人類なんているんだ、と他人ごとみたいに思った。

　初の現場ということで同行している上司の山田も素知らぬ顔。優葉が打ちのめされるのを見学にでもきたのか、同じ控室には太田芽依もいる。他にも控室に何人かいる関係者や同業者からの助け舟も期待できない。

　新しい部署での初仕事は、予想よりもずっと最悪だ。

「あんたさぁ、本人も地味だし今までの担当タレントもぜーんぜんパッとしなくて……それでもアタシの担当なの？　会社に文句言いたいくらいなんだけど」

　芸能プロダクション夢空間の稼ぎ頭、新進気鋭のモデル兼コスプレイヤーだ。

　芸名は、フレイ。

　劇団あがりでもない彼女は、コスプレ界隈から急に『芸能人』になってしまいすっかり天狗になっているようで担当しているマネージャーをすでに何人も退職に追い込んでいる問題児だ。

　まるでアニメから抜け出してきたようなプロポーション。祖母がロシア人だとかで日本人離れした色の白さとシャープな顔立ちを持っている。

　正直、彼女の前では着飾った芽依だってちょっと背伸びをした中学生に見えるだろう。

　圧倒的な美貌と華やかさは当面の仕事を呼び込んでいて、小さな事務所である夢空間にはフレイの暴走を抑えられる人間はいなかった。

　彼女にぴしゃりと言ってやれるベテランの先輩でもいればいいのだけれど、芸歴の長いタレントはみなバイプレイヤー型で彼女の居丈高な態度の前ではみな口を閉ざしてしまう。

　正直、すぐに消えるだろう。

　美しいだけで生きていけるほど、芸能界は甘くない。周囲への徹底的な気遣いと謙虚さが滲み出る人間性……結局のところ、それが欠けていればいつかは干される。

　けれど、今、目の前にある仕事のためにフレイを増長させておくことは事務所にとってはプラスに働いてしまう。その程度には、芸能界は甘ったるい。まるで毒のように。

「……すみません」

「はぁ、お腹すいた」

「あ、はい」

　ロケ弁と一緒に保冷バッグからペットボトルの水を取り出してフレイに手渡す。

「ねえ、ふざけてる？」

「え？」

「ロケ弁なんて、太っちゃうよ。だしまき卵のサンドイッチも飽きたしさぁ」

「……そう、ですか」

　今日のロケ弁は有名なだしまき卵のサンドイッチだった。

　ぷわぷわに焼きあげた黄色くて分厚いだし巻き卵と和辛子たっぷりのピリ辛マヨネーズを、まっ白い綿のような食パンで挟んである。几帳面に切り揃えられて紙箱にお行儀よく並んでいるそれは人気の逸品。

　きっと、アシスタント・ディレクターが懸命に手配してくれたものだ。

（ミケちゃんなら、きっと目をキラキラにして……美味しく食べてくれて……）

　ぎゃんぎゃんと喚き散らかすフレイの声も耳に入らない。

　もう、ここからいなくなりたい。

　ずっとずっと我慢してきた。けれど、もう耐えられない。

　誰か、ここから──。


「邪魔するぞ」


　ふいに、凛とした声が響いた。

　深くて低く、それでいて艶と覇気のある声。

「誰よ」

　フレイの舌打ちに答えたのは、

「……我が名を問うか、醜き女よ」

「なっ！？」

　かつかつと靴を鳴らしてやってくる、圧倒的な美貌とカリスマ。

　黒い髪は波打ち、すらりとした四肢を包んでいる。

　真っ赤な瞳は光を放ち、全身から放たれるオーラによって控室が支配される。

　優葉がやられているのを見て見ぬふりをしていた同業者や山田が息を呑む。

　誰も見たことがない、漆黒の美。けれど、優葉だけはその正体を知っていた。

「み……け、ちゃん？」

「ああ、ゆーは。待たせたな」

　子猫でもない。

　ちびっ子でもない。

　優葉よりもうんと背が高く、ぞっとするほどに美しいその姿は──まさに魔王。

「──我が名はミケラムエルト。ここにいるゆーはは、我が眷属である」

「何、え、この人、橋本の担当タレントってこと……？」

「そんなはずないですよ、フレイさん！」

　山田が慌てて割り込んでくる。

　芽依が信じられないものを見るように、優葉とミケを見比べる。

「こ、こんな綺麗なタレント、どうしてアタシの担当じゃないの？　っていうか、誰ですかこの子。ねえ、橋本先輩ぃ……？」

「……貴様ら、ゆーはに危害を加えていたな」

　ミケちゃん……いや、魔王ミケラムエルトの地を這うような声に山田とフレイが凍りつく。文字通りの命の危険を感じるような、氷りつくような視線。

「ほぅ、そうか……。この……愚か者がっ！」

「きゃああ！！」

「うわぁぁ！！」

　一喝。

　その瞬間に、ミケラムエルトの周囲に光の図形──アニメで見たことがある魔法陣が浮き上がり氷の矢を無数に発射した。

「ひゃゃああああ！？」

　山田とフレイ、そして芽依の周囲に氷柱が突き刺さる。

　声にならない悲鳴が控室に響いた。

「何かの撮影！？」

　誰かが叫ぶ。

　違う、撮影なんかじゃない。

「どこの悪役の衣装なわけ？」

　また誰かが叫ぶ。

　違う、違う……悪役なんかじゃない。

　優葉の目の前にいる彼女は、優葉のヒーローだ。

「我が力を振るうことを、ゆーはが好まぬのは知っている。ゆえに此度はこの程度で許す。……だが、また同じように優葉を害するようなことがあれば、この程度で済むとは思うなよ？」

「ひゃ、ひゃいぃ」

　自慢の小綺麗な顔面を涙と鼻水でぐしゃぐしゃにして、芽依が何度も頷く。

　フレイは白目を剥いて気絶し、山田は心神喪失状態だ。

「さて、他の取り巻きどもはどうするか……」

　ミケが呆然としている周囲の人間に、ちらりと視線を投げる。

「ふん……面倒ごとは避けるか。眠れ、【｜忘却せよ《フォゲット》】」

　魔王ミケラムエルトの命じるままに、がくんと糸が切れたように控室にいた全員が眠りにつく。

　目覚めたときには何も覚えていないだろう、とミケは言った。

「貴様ら」

「ヒッ」

　ミケと目があったフレイが引き攣った声をあげる。

「余計なことを漏らしたり、優葉を害したりすれば我は夜闇に紛れてどこへでも貴様らを滅ぼしにゆく……よいな？」

「は、はぃ……」

　こくこくこく、と壊れた人形のように頷いている。周囲の人間の記憶が消されるのであれば、彼女たちが何を訴えても頭がおかしくなったと思われるだけだろう。

　魔王がやってきたなんて、誰も信じるわけがない。

「……いこう、ゆーは」

「う、うん！」

　ミケが優葉に手を差し伸べる。

　その手をとって、歩き出す。

　仕事？

　これから？

　知ったことか。

　なぜだか、笑いが止まらなかった。


「ゆーは、我はお腹がすいた。ちーずばーがー食べたい」

　紛れもない、ミケの口調で魔王は笑う。

　スタジオの外に出た途端、優葉を姫抱っこして──飛び上がる。

　そう、飛んだ。

　スタジオの前から、空へと。

「え、うそ……飛んでる！？」

「うみゅ！　行こう、ゆーは！」

　よく晴れた、夏の日。

　空は真っ青で、雲は真っ白で。

　優葉は大人サイズのミケに抱かれて空を飛ぶ。空を飛びながら、ずっとずっと笑っていた。笑いながら、泣いていた。

　嬉しくて、救われて。

　文字通り、天にも登る気分だった。

「ねえ、ミケちゃん」

「にゃ？」

「どうして、助けに来てくれたの？」

　優葉の質問に、ミケは少しだけ黙った。

「……我は魔王として人間と戦う宿命を背負っていた。人の欲で穢れた世界を救うため、人を浄化するために。そして勇者に敗れ、この世界に逃げてきた。たったひとり汚辱にまみれて、ひとりぼっちで……」

　びゅんびゅんと、鳥たちを置き去りにしてミケたちは飛ぶ。

「でも本当は……誰かに迎えにきてほしかった。一緒に、逃げてほしかった」

「ミケちゃん……」

　優葉には王だなんて呼ばれる立場になるなんて、想像もできない。

　きっと、とても孤独だったのだろう。

　きっと、誰にも弱みを見せられなかったのだろう。

　ミケの鼓動から、それが伝わってくる。

「ゆーはのおかげで我は心身の鋭気を養い、完全な姿をとれるまでに魔力が回復した。ゆーはが我を助けてくれたから。たくさん、楽しいことを一緒にしてくれたから」

　昨日の夜、普段に増してもりもりとフライドチキンを食べていたミケ。

　あれは今日のために、力を溜めていたのか。

「魔法の力すら持たぬこの世界の民を滅ぼすことなど、きっと簡単であろうが……でも、ゆーは教えてくれた。この世界はくそったれだけど……楽しいことがたくさんあって、それはきっとすぐ近くにあるってこと」

「……うん」

「おむらいすおいしかった。お弁当おいしかった。ゆーはが一緒なら、もっと美味しい。ベランダも楽しくてぷいきゅあの映画も楽しくて、ゆーはと観るともっと楽しい！」

「……あれ？　み、ミケちゃん！？」

　しゅるる、とミケの体が縮みはじめた。

　頭の上に消えていた猫耳が出現し始めている。

　それと同時に、空を飛んでいる高度も、どんどん下がってきているような……というか、どう考えても、落ちている。

「にゃー！　お腹がすいたー、魔力がきーれーるー……」

「えええ！？」

　思わず目下を見る。


　海だ。

　真っ青で、水面がキラキラ煌めいて。


　涙みたいにしょっぱくて、歌のような波を寄せては返す──、

「う、海だぁあ！？」

　落下、落下、墜落。

　ばしゃん！

「にゃーーーーっ♪」

　優葉とミケを受け止めた海は穏やかに澄み渡っている。

「ミケちゃーーん！？」

　魔力を使い果たしたらしいミケは、ちっぽけな黒猫の姿で優葉にしがみついている。

　ぐしょぐしょに濡れたスーツ姿のままで浅瀬までたどり着いて、小さな子猫を抱き上げる。

　海水浴客たちが目を丸くしているのにも構わずに、優葉は砂浜に寝転がる。


　なんだか、心が軽い。

　逃げてやった、逃げてやった。

　拾った子猫が魔王様で、空を飛んで職場からエスケープしてやった！

　あの芽依たちの顔ったらない。胸がスッとする。そんな荒唐無稽で、笑えることが自分の人生に起きるなんて！

「……ふふ、あははは！」

「にゃーお♪」

　ひとりと一匹は笑い出す。

　でも、あんな騒動よりも楽しいことは世界に溢れている。優葉はそれを知っている。

　スーツの上着を脱ぎ捨てて、パンプスを放り投げて。

　優葉は子猫を抱いて歩き出す。

「ミケちゃん、チーズバーガー買いに行こう！　財布は無事だけど、スマホは水没しちゃったし。今日は二人で遊ぼう。海辺で食べるバーガーは最高なんだから、きっと！」

「にゃおーう♪」

　幸せは子猫の形をしているなんて、あれは嘘だ。

　幸せというのは不定形で、子猫だったり財布だったりあるいはチーズバーガーの姿だったりする。ボロボロのみすぼらしい姿で道端に落ちていることだってある。

　そして、手を差し伸べて拾い上げたときに、はじめてそれが幸せだと気づくのだ。


　ある日、捨て猫を拾った。

　その正体が幸せでも、魔王でも。あるいはその両方でも、知ったことではない。

「ゆーは、大好き！」

「ミケちゃん、好きよ」

　どうあれ、橋本優葉の人生はこんなにも楽しくなってきたのだから。


【終】

    
        「限界OLですが、捨て猫魔王を拾ったら人生楽しくなってきた。」
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